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｢音読み｣と｢訓読み｣の両方を､覚えましょう。

貿 がさかんな国 店の 業時間易 営
ぼ う え き え い ぎ よ う

しい問題 農業を む易 営
や さ い と な

慣 減早起きの習 人口の増
し ゆ う か ん ぞ う げ ん

仕事に れる 体重が る慣 減
な へ
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特別な読みかたをする漢字を覚えましょう。

「人」という漢字には「な」という読みかたはありませんが、

「大人」と書いて「おとな」というように、特別な読みかたをします。

（おとな） （けさ）大人 今朝

（じょうず） （くだもの）上手 果物

（ことし） （やおや）今年 八百屋
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一つの漢字で、音読みが二つある漢字を覚えましょう。

貿 （ボウ ） 数（ スウ）易 エキ 画 カク

容 （ヨウ ） 絵 （カイ ）易 イ 画 ガ

個（ コ） 日 （ニッ ）九 キュウ 直 チョク

月（ ガツ） 正 （ショウ ）九 ク 直 ジキ
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一つの漢字で、訓読みが二つある漢字を覚えましょう。

（ ） （ ）雨 あめ 何 なに

雲（ ぐも） 人（ にん）雨 あま 何 なん

（ ） （ ）音 おと 家 いえ

色（ いろ） 主（ ぬし）音 ね 家 や
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同じ音読みをする漢字を正しく使い分けましょう。

（○）位（×） 科

学級 員 委 学の進歩 貨（×）イ （○） カ

医（×） 加（×）

（○）師（×） 観

学級会の 会 市（×） 星の 察 寒（×）シ カン

司 漢（×）（○）
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同じ訓読みをする漢字を正しく使い分けましょう。

（○）家（×） 会
本 人に うや あ

屋 合（×）（○）

（○）経（×） 差
数が る し入れをするへ さ

減 指（×）（○）
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